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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、地域金融機関が顧客企業の成長に貢献すべきであるという考え方にたって、
金融機関の活動が顧客企業の財務業績とどのような関係を持っているか経験的証拠に基づ
き検討し、そのうえで、顧客企業の財務業績に基づく地域金融機関の新しい評価指標を提
言した意欲的な研究である。 
本論文の第1の貢献は、フィールド調査を通じて収集した一次資料をはじめとする独自性
の高い定性的・定量的データに基づいた分析を行ない、その結果として、地域金融機関の
融資行動が地域経済や中小企業の財務業績に貢献している可能性を示したことにある。従
来の研究においては、金融機関の活動範囲と地域経済の範囲が合致しないという限界があ
った。本論文では、先島諸島では地域金融機関の融資活動が地域経済の範囲に限定されて
いることに注目し、当該地域の金融機関の内部データを収集することで、地域金融機関の
融資行動が地域経済に貢献している可能性が高いことを示すことに成功している。独自の
視点に基づいてフィールド調査を行い、そこで収集したデータを活用した統計的分析を通
じて学術的にも政策的にも有意義な知見を得ていることが本論文の第一の貢献である。 
本論文の第2の貢献は、地域金融機関の融資行動と中小企業の財務業績の関係について、
どのような条件のもとで成立しているのか、歴史的観点および業態的観点から分析し、一
定の知見を得ていることにある。歴史的にみるならば、1975年～2017年の期間においては、
2003年以降について地域金融機関の融資行動と中小企業の財務業績に高い相関が確認され
ること、業態的には信用金庫の融資行動と中小企業の財務業績の間の相関関係が確認され
ていることが注目に値する。 
本論文の第3の貢献は、実証的な研究から得た知見を土台に、地域金融機関を評価する指
標として顧客企業の財務業績に基づく評価指標を提案していることにある。地域金融の実
務や実態に対する深い理解を背景として、地域金融機関の存在意義を正面から受け止めた
観点から、新しく独自の地域金融機関の評価指標を提示したことは、実証的な研究と規範
的な提言を結びつけた研究として高い評価に値する。 
分析視角の独自性や、フィールド調査によって収集した独自性の高い一次資料を活用し
た分析など多くの優れた点を有する本論文ではあるが、改善が必要な点がないわけではな
い。まず、統計的分析については、さらに洗練した手法を慎重に活用することでより深い
分析が可能であった。また、人的資本論や管理会計学の知見を用いた理論的分析について
も、先行研究の批判的検討を含め、さらなる精緻化が求められる。 
 もっとも、これらの課題は今後の課題としての意味を持ち、本論文の本質的な価値を低
下させるものではない。本論文をさらに精緻化することで、地域金融機関と地域経済や中
小企業育成への貢献可能性についての理解がいっそう深まると期待される。 
 
 よって、本論文は博士（経済学）の学位論文としての価値があるものと認める。 
 なお、平成30年2月5日に論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果、合格と認め
た。 
  
 
